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This study suggests (a) some English songs that are appropriate for Japanese elementary school 
pupils in the English class and (b) a teaching approach for introducing the songs in the classroom. 
According to the content section of the teaching guide for the Course of Study, songs and chants 
are included as part of foreign language activities for students “to become familiar with the sounds 
and rhythms of the foreign language, to learn its differences from the Japanese language, and to be 
aware of the interesting aspects of language and its richness” (MEXT, 2008, p. 11). However, the 
textbook does not emphasize the teaching of English songs because of the difficulty in introducing 
them to senior elementary graders. Therefore, this study examines seven English songs based on 
(a) their popularity among English-speaking children (three songs), (b) the Japanese students’ 
familiarity with them (two songs), and (c) the pupils’ developmental stage (two songs). Further, it 
discusses how to teach the above songs by reviewing foreign language listening research. Finally, it 
examines some pedagogical considerations—the extent to which teachers should teach the songs 
(e.g., contents, linguistic features, and background information).

キーワード
外国語活動 Foreign Language Activities，歌 Songs，リスニング指導 Listening Instruction

所属
広島文化学園大学　Hiroshima Bunka Gakuen University
学芸学部　Faculty of Arts and Sciences　子ども学科　Department of Childhood Studies

1 ．外国語活動における英語の歌の取り扱い

　平成20（2008）年告示の小学校学習指導要領
では，外国語活動の内容として「外国語の音声
やリズムなどに慣れ親しむとともに，日本語と
の違いを知り，言葉の面白さや豊かさに気付く
こと」（文部科学省，2008，p. 11）が挙げられ，
その中で，歌やチャンツを活用することによる
リズムとイントネーションの体得について述べ
られている。また，英語の歌は小学校段階にお
いても導入が可能なオーセンティックなリスニ
ング教材としてもとらえることができ，授業内

で自然な発音の英語を耳にする機会を増やすこ
とにもつながる。しかしながら，現行の Hi, 
friends!（文部科学省，2012a，2012b）では英
語の歌の取扱いが非常に少なく， 2 年間（Hi, 
friends! 1 および 2 ）を通して，Hello Song と
Sunday，Monday，Tuesday の 2 曲のみが取り
扱われている。そのため，授業内において英語
の歌を導入するためには，授業を担当する教員
等が選曲し，音源の準備を行う必要がある。 5
〜 6 年生に対する外国語授業の教科化と， 3 〜
4 年生への外国語活動導入早期化が行われるこ
とにより， 5 〜 6 年生で「読むこと」および
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「書くこと」の導入， 3 ・ 4 年生では絵本の読
み聞かせ等が注目されている（文部科学省，
2016a，2016b）。この流れにより，外国語活動
の指導内容や方法として，楽曲の活用は重要性
や活用の可能性が認識されながらも，オーセン
ティック教材としての楽曲の活用が下降の一途
をたどることが予想される。
　上述のように英語の歌やチャンツの取扱いが
推奨される一方で，導入の効果を疑問視する見
解や，児童の否定的な反応があることも明らか
になっている。小学校 5 〜 6 年生を対象に外国
語活動嫌いの要因を調査した辻（2011）の調査
では，英語や英語授業に対して肯定的な態度で
はない児童 i のうち， 3 割を超える児童が歌や
チャンツの活動を「嫌い」と答えた。その理由

としては，歌の意味がわかりにくい，発音その
ものやリズムに乗って発音することが難しいと
いう意見が挙げられた。児童を対象として行わ
れた上記の調査の他，教員を対象とした調査に
おいても，高学年に対して歌やチャンツを導入
することへの難しさや不安が指摘されている
（川井，2010）。平成22（2010）年から配布さ
れている現行の Hi, friends!（文部科学省，
2012a，2012b）と，その前身である『英語ノー
ト』（文部科学省，2009a，2009b）を比較する
と，Hi, friends! への移行とともに歌の取り扱
いが削減されている事実も（表 1 ），学校現場
における取り扱いの難しさを反映したものであ
ると考えられる。

表 1 　「Let’s Sing」の枠組みで教材に掲載されている歌の一覧

楽曲名
『英語ノート』 Hi, friends!

学年 単元 学年 単元

Hello Song 5 Lesson 2  I’m happy. 5 Lesson 2  I’m happy.
Ten Steps 5 Lesson 3  How many? 取扱いなし
Twenty Steps 5 Lesson 3  How many? 取扱いなし
Head, Shoulders, Knees and Toes 5 Lesson 3  How many? 取扱いなし
Sunday, Monday, Tuesday 5 Lesson 8

I study Japanese.
5 Lesson 8 

I study Japanese.
The Alphabet Song 6 Lesson 1  That’s right. 取扱いなし
Thirty, Forty…, One Hundred 6 Lesson 2  Aa Bb Cc 取扱いなし

注 　『英語ノート 2 』において Happy Birthday to You が掲載されているが，構成上の分類は Let’s 
Sing ではなく Let’s Enjoy であること，また，CD に音源が含まれていないことを理由に，表中に
は提示していない。

　『英語ノート』と Hi, friends! における楽曲
の扱いの差は，表 1 に示した取扱い数のみでは
なく，歌詞の違いも見られる。下記（1）は
『英語ノート』，（2）は Hi, friends! における
Hello Song の歌詞である。

 （1） Hello. Hello. 
  Hello, how are you? 
  I’m fine. I’m fine. 
  I hope that you are, too. 
 （文部科学省，2009a，p. 11）

 （2） Hello. Hello. 
  Hello, how are you?
  I’m good. I’m good, 
  I’m good, thank you. And you? 
 （文部科学省，2012a，p. 8）

　『英語ノート』では how are you と you are, 
too が（/juː/ と /tuː/），Hi, friends! では how 
are you と And you が（/juː/ と /dʒuː/），文末で
類韻を踏んでいるため，文末部分の音の響きに
は大きな変化がない。それでもなお，改訂に伴
い，原曲の I hope that you are, too を I’m good, 
thank you. And you? に変更したのは，上述の
辻（2011）で挙げられた，「発音そのものやリズ
ムに乗って発音すること」の難しさを軽減する
ためであると考えられる。当該箇所が発音する
ことを難しくする要因として考えられるのは，
原曲の that you 部分における音の同化（t ＋ y）
である。改訂後は thank you と And you で同化
が生じているが（それぞれ k ＋ y，d ＋ y），児
童にとっては，ひとかたまりの表現としてより
馴染みのある音声が用いられるようになってい
る。ここで挙げた，Hello Song にみられる改作
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は，外国語音声の特徴をおおむね引き継いでい
る点においては問題ないが，日常的な挨拶表現
として授業内でも用いられる Thank you. And 
you? の表現に固定することにより，原曲の「音
声やリズムなどに慣れ親しむ」（文部科学省，
2008，p. 11）機会は失われているともいえる。
　ここまでに示した楽曲の取扱いの現状を鑑み
ると， 1 つの矛盾点が浮かび上がる。「 5 ， 6
年生の知的好奇心を満足させるのが難しい」
（川井，2010，p. 69）等，幼児向けの歌の活
用が高学年という発達段階にそぐわないこと
（高橋，2006；長谷川，2011）が指摘される一
方で，『英語ノート』と Hi, friends! に掲載さ
れた Hello Song の比較からも分かるように，
幼児向けの歌がさらに簡素化された形で高学年
に提供される方向への改訂が行われているので
ある。そこで本稿では，英語の楽曲の活用可能
性を高めるために，楽曲の選定を行う。また，
楽曲の対象年齢，児童の学年（発達段階）か
ら，指導内容の分析を行い，最後に指導法を提
案する。

2 ．楽曲の選定と分析

　『英語ノート』から Hi, friends! への改訂に
伴い削除された楽曲に，Ten/Twenty/Thirty 
Steps（原曲は Seven Steps）と Thirty, Forty, 
...... One Hundred がある（表 1 ）。いずれも，
基本的な英単語に慣れ親しむこと（あるいは習
得すること）を目的とした数え歌である。これ
らの楽曲が削除された背景には 2 通りの理由が
推察される。第一に，歌詞に含まれる英語表現
が，ほとんど学習目標の言語項目（ここでは数
字）のみを使用したものであることである。繰
り返しの活動を好む低学年であれば問題なく導
入できる可能性があるため，楽曲の使用が高学
年の発達段階に合わないと言い換えることもで
きる。第二に考えられる理由は，発音すること
の難しさである。具体的には，Ten（Seven）
Stepsでは 1 音節の語彙を列挙している一方で，
Twenty Steps や Thirty Steps には 2 音節の語
彙が多く含まれることにより， 1 拍で発音する
音節が増え，児童にとっては発話速度が上がっ
たと感じるであろう。ここまでをまとめると，
数え歌削除の背景には，低学年向けともいえる
語彙使用と，音声面の困難度の高さという，相
反する 2 つの理由の可能性が挙げられる。この
ように，学年の発達段階や英語習熟度に合致す

るか否かは，単純に「英語の歌を導入すること
が発達段階に合わない」と一括りにするのでは
なく，楽曲ごとの困難点や，導入に適した学年
を検討する必要があるといえる。
　本節では，（a）英語圏で広く親しまれ，歌わ
れている楽曲，（b）日本に住む児童にとって
身近な楽曲，（c）発達段階に応じた楽曲，とい
う 3 つの観点から，小学校における外国語活動
（あるいは外国語科）で使用可能であると考え
られる楽曲を示す。それぞれの楽曲について，
指導内容として注目すべき言語項目を指摘し，
導入可能な学年を提案したい。

2 .� 1 　�英語圏の子ども達に慣れ親しまれてい
る英語の歌

　英語圏で慣れ親しまれている歌の具体例とし
て，以下の 8 曲を挙げる。この観点において
は，英語圏の幼児が学習のために歌うものや，
Mother Goose に含まれるものを挙げる。歌そ
のものの対象年齢が低いことから，外国語活動
の早期化に対応しうる曲目である。一方で，高
学年に対して導入する際には，音声変化（連結
や同化，弾音化）や，歌の背景となる歴史の学
習等，英語や文化に関する知識・理解を促進す
る指導をすることが可能である。

 （3） The Alphabet Song
  A B C D E F G 
  H I J K L M N 
  O P Q R S T U 
  V W and X Y Z 
  Happy. Happy. I’m happy. 
  I can sing my ABC

　かつて the Alphabet Song は『英語ノート
2 』（文部科学省，2009b）において上記の歌詞
で扱われていた。Alphabet Song を扱うことが
できる単元としては，アルファベットを導入す
る単元が該当する。かつての『英語ノート』で
は第 6 学年における取り扱いであったが，より
早い次期での導入も考えられる。例えば，Hi, 
friends! でアルファベットの初出である第 5 学
年での導入が可能である。あるいは，今後外国
語活動が早期化した場合には，国語科でローマ
字の学習が行われる第 3 学年での導入も可能で
ある。Alphabet Song を用いることにより指導
可能な言語項目としては，第 1 にアルファベッ
トの順序，そして順序に関連して辞書指導を行



70 山　内　優　佳

う可能性が見いだせる。第 2 に，音声の指導が
可能である。『英語ノート』の音声 CD に収録さ
れていた上記の歌詞では，日本人の児童に対す
る配慮のためか，先述の Hello Song 同様，アル
ファベットが歌われる箇所で簡素化が生じてい
る。具体的には，通常 L-M-N-O-P/elemenəpiː/
が連結して発音される箇所において，当該歌詞
においては L/el/-M/em/-N/en/ と，1 文字ずつ
連結せずに発音されている。どちらの音声教材
を使用するのかについては，児童の実態に合わ
せる必要がある。しかしながら，英語の音は連
結があるという知識の習得と，自然な英語の音
声のつながりに慣れ親しむという観点からは，
原曲の使用が推奨されるべきである ii。

 （4） London Bridge is falling down, 
  Falling down, falling down, 
  London Bridge is falling down, 
  My fair lady. 

　本楽曲も対象年齢は低く，遊戯に用いられる
歌である。異なり語の割合 iii が47％であるが，
歌詞に含まれる17語中，14語が1,000語レベル
の語彙，残りの 3 語が2,000語レベルに収まる。
基本的には London Bridge is falling down の
表現の繰り返しであるため，言語面の難易度は
低い。そのため，導入する学年としては低学年
や中学年程度が考えられる。あるいは，仮に高
学年に導入するのであれば，ロンドン橋が何度
も落ちることにより様々な材料で橋が建設され
たことを歌う 2 番以降の歌詞や，橋にまつわる
歴史を取扱うことが考えられる。

 （5） Little Bo-peep has lost her sheep, 
  And can’t tell where to find them;
   Leave them alone,  and they’ll come 

home, 
  Bringing their tails behind them. 

　Mother Goose に含まれる，幼児向けの楽曲
である。内容は幼児向けであることから，およ
そ85％を1,000語レベルの語彙が占める。一方
で物語仕立ての歌詞であるために，異なり語の
割合が88％（22/25）と高く，現在完了形の使
用，命令形＋ and の構文，疑問詞＋ to 不定詞
の構文等，文法的にはやや複雑な歌詞である。
そのため，導入するのは高学年が適切であると
考えられる。また，この楽曲の登場人物である

Bo-Peep は，ディズニー映画『Toy Story』に
お い て， 羊 飼 い の 杖（shepherd’s crook） を
持った人形としても登場している。楽曲を耳に
することがはじめてであっても，児童が知って
いる映画やキャラクターとの関連から楽曲を身
近に感じることができる可能性がある。

2 .� 2 　日本で慣れ親しまれている英語の歌
　日本で慣れ親しまれている楽曲の具体例とし
て，以下の 2 曲を挙げる。この観点で挙げる楽
曲は，日本で親しまれていると同時に英語圏の
子どもたちにも馴染みがある楽曲であるが，旋
律に馴染みがある分，英語面に着目して導入・
指導することが可能であると考えられる。

 （6） Silent night, Holy night
  All is calm, all is bright 
  ‘Round you virgin Mother and Child
  Holy Infant, so tender and mild, 
  Sleep in heavenly peace, 
  Sleep in heavenly peace 

　クリスマスソングとして有名な「きよしこの
夜」である。異なり語数の割合は70％である。
低頻度語としては virgin や heavenly（それぞ
れ6,000語レベル，8,000語レベル）が出現する。
また，音声面においては and の弱化，sleep in
など子音と母音の連結が含まれるが，楽曲その
ものの旋律を知っていることと，テンポが遅い
ことから，中学年への導入も可能であると考え
られる。

 （7） If you’re happy and you know it, clap 
your hands.

   If you’re happy and you know it, clap 
your hands.

  If you’re happy and you know it,
  And you really want to show it,
   If you’re happy and you know it, clap 

your hands.

　日本語でも「幸せなら手を叩こう」として知
られる楽曲である。歌詞に含まれる異なり語の
割合は32％（14/44）と低く，使用される語彙
の 9 割が1,000語レベルであり，平易な英語の
繰り返しで構成されている。歌詞の平易さが楽
曲の難易度を下げる一方で，歌うためには 1 拍
中に複数の語を発音するためのリズム（弱強弱
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強），また，それに伴う音声の弱化や連結が必
要とされるため，発音（歌唱）の難易度は低く
ない。中学年には音声に慣れ親しむ目的でリス
ニングや Total Physical Responses の一環とし
て導入可能と考えられるが，適切に発音するこ
とを目的とするのであれば，高学年を対象とす
ることも可能であろう。

2 .� 3 　発達段階に応じた英語の歌
　現在外国語活動で用いられている楽曲が，英
語圏では幼児から小学校低学年で歌われるもの
が多く，小学校高学年という発達段階にそぐわ
ないことは，これまでにも指摘されている
（e.g., 高橋，2006; 長谷川，2011）。本稿でも示
したように，英語圏で子ども達に親しまれる楽
曲は対象年齢が低いものが多く，高学年への導
入の困難さや，工夫の必要性がある。そこで，
高学年の発達段階に見合う楽曲としては，小学
校音楽の教科書より例を挙げたい。広島県内19
市町村のうち12市町で使用されている音楽教科
書『小学生の音楽』（小原・飯沼・浦田［監修］，
2015a，2015b，2015c）に掲載されているもの
のうち，歌詞が平易であること，小学生が歌う
ことが想定されていること（オペラやクラシッ
ク等，鑑賞用としての掲載ではないこと）を条
件とするならば，以下の 3 曲が，外国語活動で
も取り扱いが可能であるといえる。ただし，音
楽の教科書に掲載されている楽曲であるため，
導入に際しては専科教員が担当する音楽科との
連携を取ることが必須である。

 （8） What a friend we have in Jesus,
  All our sins and griefs to bear
  What a privilege to carry
  Everything to God in prayer
  O what peace we often forfeit,
  O what needless pain we bear,
  All because we do not carry,
  Everything to God in prayer

　『小学生の音楽』では第 6 学年で取り扱われ
る「星の世界」（小原他，2015c）の原曲で，賛
美歌の What a Friend We Have in Jesus であ
る。異なり語の割合は60％で，歌詞内の78％が
1,000語レベルの語彙である。表現としては感
嘆文が多用されており，それほど多くの文法項
目が含まれてはいないが，privilege，grief，
forfeit（それぞれ4,000語レベル，5,000語レベ

ル，9,000語レベル）など，日常生活で小学生
には馴染みがないであろう低頻度語が含まれる
ことにより，意味理解を求めるには困難が伴う
ことが予想される。また，音声面において子音
と母音の連結や，母音の弱化，脱落が適切に発
音できなければ旋律に合わせて歌うことが困難
である。このことから，対象は第 6 学年とし
て，異文化理解を含めた内容理解にも十分に時
間をとる必要がある楽曲である。

 （9） Michael, row the boat ashore, Halleluja
  Michael, row the boat ashore, Halleluja.

　『小学生の音楽』では第 5 学年で取り扱われ
る楽曲で，教科書内においては英語の歌詞とカ
タカナによるふりがなが掲載されている（小原
他，2015, p. 24）。 1 番のみを取り扱うのであ
れば，歌詞は上記の通りで 6 語が使用されるの
みである。そのため，音楽教科書に掲載されて
いる第 5 学年に導入する際には，比較的詳細な
言語面への指導が可能になる。例えば，音声面
で boat ashore が連結していることや，音楽の
教科書に掲載されているカタカナ表記と英語の
発音の違いに気付くこと等に，焦点を当てるこ
とができる。さらには， 2 番以降の歌詞を取り
扱うことや，南北戦争の歴史や人種差別の問題
などの背景知識について十分触れることも可能
であると考えられる。

 （10） Edelweiss, Edelweiss, 
  Every morning you greet me 
  Small and white, 
  Clean and bright
  You look happy to meet me 
  Blossom of snow 
  May you bloom and grow
  Bloom and grow forever 
  Eedelweiss, Edelweiss, 
  Bless my homeland forever

　『小学校の音楽』では第 3 学年で取り扱われ
る楽曲である（小原他，2015a）。リコーダーで
の指導に用いられることもあり，馴染みのある
旋律であるといえよう。しかしながら，言語面
に注目すると，異なり語の割合が73％（27/37）
であり，1,000語レベルの語彙の使用も65％に満
たない。そのため，指導可能な言語項目として
は豊富な語彙に焦点を当てることができる。あ
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るいは，greet me と meet me，white と bright，
blossom of snow と bloom and grow といった頭
韻と脚韻に気付くことで，音の響きを味わうこ
とを目的として使用することも可能である。導
入は教科書で扱われる第 3 学年とすることもで
きるが，語彙の豊富さを踏まえ，高学年の外国
語活動等で取り扱うことにより，第 3 学年のリ
コーダー演奏と異学年交流をすることもできよ
う。

3 �．外国語リスニング指導の理論を踏まえた指
導法の提案

　ここまでの分析で，語彙の難しさや音声面に
おける困難点に加え，対象年齢が幼児向けであ
るのか，高学年向けであるのかといった内容面
の分析が行われた。冒頭でも述べたように，児
童が英語の歌に対して抵抗感をもつ理由として
は，「意味が分からない」「発音できない」（辻，
2011）という，児童の英語に関する知識と技術
の不足によるものが挙げられる。これまでの外
国語活動においては，音声やリズムに慣れ親し
むことが主眼に置かれてきた。しかし，今後の
教科化として知識・技能の指導が行われること
を踏まえるならば，慣れ親しませると同時に，
児童が「分かる」「できる」という達成感を感
じさせる指導を検討すべきである。
　英語リスニングの困難度を高める要因には，
リスニング材料の，言語の側面（発話速度や
ポーズの有無，語彙等），明示性，構成，内容
（題材や登場人物識別のしやすさ等），音声以
外の支援がある（Buck，2001） iv。前節の分析
においても，様々な楽曲について，言語面（語
彙や音声変化の多様性等）と内容面（対象年
齢）の難しさが指摘された。そこで，楽曲選定
や指導の際に考慮すべき観点を図 1 で示すとお
りに簡略化して示したうえで，図中のⅠからⅣ
について，指導上の留意点を述べたい。

（Ⅰ）言語面および内容面の難易度が高い楽曲
　Ⅰに示すように，言語面および内容面が高い
楽曲は，高学年で取り扱うべきである。言語面
のうち，語彙に関しては，繰り返し出現する語
を中心に意味を確認しながら発話できるように
したい。発音しにくい低頻度語については，導
入序盤では受容語彙を目指すにとどめ，繰り返
し歌うなかで，発話可能になることを目指すと
良いであろう。文構造が，基本的な 5 文型の形

式を取らない場合は，あえて訳をせずに，概要
のみに触れることも可能である。

　学習者が音声言語の聞き取りや内容理解に困
難を示す要因のひとつに，既知の単語を音声で
認識できないことが挙げられる（Goh, 2000）。
旋律の中で語句に連結や脱落（場合によって
は，北米にみられる t の弾音化）といった音声
変化が生じている場合，児童にとって「分から
ない」「できない」につながる大きな要因とな
りうる。導入学年が高学年であれば，文字を提
示しながら指導することができよう。文字提示
の根拠としては，一連の音声を語や語句に切り
分ける（分節化する）ことを目的として，音声
を聞くことと文字を確認することの繰り返しが
必要であることが挙げられる（Hulstijn, 2003）。
しかしながら，小学校高学年への楽曲導入時に
おける文字の活用については，十分な調査・研
究が行われていない（青木・加藤・中洲・池
上，2005v）。楽曲導入時の文字活用の有効性に
ついては，特に言語面における難易度との関連
から，今後研究が期待されるところである。
　言語面が難しいことに加え，内容面が難しい
場合は，先に述べたように概要にのみ触れるこ
とが可能であるが，楽曲の背景にある歴史や文
化的な記述については，社会科等の他教科への
興味・関心に応じて，取り扱う比重を検討する
必要がある。すなわち，「分かる」「できる」を
「歌詞の意味が分かる」，「旋律に乗って歌うこ
とができる」とするならば，言語項目へ注目
し，難易度が高い内容面には重きを置かない
が，「楽曲の背景が分かる」ことまでを目的と
するのであれば，教科を越えて調べ学習をする
等の幅広い活動に発展する可能性も考えられ

図 1 　 英語曲の指導時に考慮すべき観点およ
び難易度を表すイメージ

注　 濃淡は楽曲の難易度を表しており，濃い色が
難しい楽曲を，薄い色が易しい楽曲を意味す
る。
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る。

（Ⅱ）�言語面の難易度が高く，内容面が易しい
楽曲

　対象年齢が幼児向けの楽曲であるにもかかわ
らず，発話速度が速いといった楽曲がこの区分
に当たる。言語面の難易度の高さについては，
（Ⅰ）で述べたとおりである。しかしながら，内
容面について，（Ⅰ）で示したような配慮を必要
としないため，より言語項目について詳細に取
り扱うことができる楽曲であるといえよう。対
象学年は，（7）のIf you’re happy and you know 
it, clap your hands で述べたように，目的に合
わせて選ぶ必要がある。すなわち，中学年に導
入するのであれば，歌うことを強制はしないが，
高学年に導入するのであれば，発音できること
を目標とするというものである。

（Ⅲ）言語面が易しく，内容の難易度が高い楽曲
　この区分の楽曲であれば，言語面が易しいた
め，中学年においても児童が気軽に発音するこ
とが可能である。また，比較的詳細な言語の特
徴への気付きを促すこともできるかもしれな
い。（4）の London Bridgevi や（9）の Michael, 
row the boat ashore で示したように，高学年で
導入するのであれば，内容面を深く味わうため
に，他教科での学習活動とも関連させることが
できる。外国語指導助手の英語話者の先生に，
ストーリー・テリングのかたちで，背景の歴史
等を伝えてもらうことも考えられる。

（Ⅳ）言語面および内容面が易しい楽曲
　この区分の楽曲は，冒頭から述べられている
ような，高学年の発達段階にはそぐわない楽曲
である。仮に高学年に導入するのであれば，こ
れまで述べたように，言語面について児童自身
が詳細な検討を行い気付きにつなげるような活
動を行うことが考えられる。あるいは，異学年
交流として高学年の「お兄さん・お姉さん」の
立場で低学年の児童とともに取り組むことも可
能であろう。

4 ．おわりに

　本稿では，選曲の際の 3 つの観点（英語圏の
子ども達に親しまれている楽曲，日本で親しま
れている楽曲，発達段階に応じた楽曲）を示
し，具体例とともに，指導のポイントとなる言

語項目について述べた。今後，高学年で外国語
活動が教科となることを踏まえれば，高学年に
おいては英語の楽曲は慣れ親しむためのみなら
ず，発音できることを目標として含みうる。
「分かる」「できる」に焦点を当て，本稿の第
3 節においては，単語認知や分節化を促進する
ために積極的に文字を活用することが提案され
た。また，楽曲利用時の文字使用に関しては，
今後の研究が期待されるところであると指摘さ
れた。内容面の困難度が高い場合は，音声など
言語面だけではなく，その楽曲の成り立ちや文
化を学習することを促進し，外国語活動（外国
語科）以外の学びへとつながることも期待され
よう。
　小学校の外国語活動（外国語科）が専科では
なく担任教員が中心となって実施されている場
合，楽曲の選定や分析は困難を極める。そのた
め，Hi, friends! 等の教材における提示と，指
導の手引きとしての指導法や指導ポイントの提
示が期待されるところである。また，本稿では
楽曲の難易度を，異なり語数や語彙レベル，音
変化の有無といった観点で提示したが，学習者
である児童にとって，どの観点の困難度がどの
程度高ければ「難しい楽曲」と感じられるの
か，といった点も，今後明らかにされることが
期待される。
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ⅰ　「英語が好きだ」「英語の授業は好きだ」

「英語の授業は楽しい」という項目に，どち
らでもないと回答した児童（n ＝19），およ
び否定的に回答した児童（n ＝36），合わせ
て55名に対してインタビュー調査を行ってい
る。

ⅱ　Z より後ろについては多様な歌詞があるた
め，本稿では触れない。

ⅲ　（異なり語の割合）＝（使用される単語の
種類）／（全語数）で計算される。割合が低
いことは，同じ語句が繰り返し使用されてい
ることを意味する。

ⅳ　より具体的な指標については Révész and 
Brunfaut（2013）を参照されたい。

ⅴ　青木・加藤・中洲・池上（2005）の調査に
よると，指導方法の違い（音声のみ，アル
ファベット提示，かな提示）で「歌えるこ
と」に違いが生じるのは中学年のみであっ
た。具体的には，かな表記による指導で「歌
える」と答える度合いが最も高く，続いてア
ルファベット表記，最後に音声のみの提示が
続いた。

ⅵ　London Bridge は，低学年向けの遊戯の歌
であるともいえるが，歴史的背景までを学ぶ
とすれば，深い内容の教材として扱いうる。




